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1. 授業の概要（ねらい）
　制度としての財務会計を学びます。制度としての会計は、法令に基づいています。
　単に会計処理を記憶するのではなく、その背景となる制度についても理解しましょう。
　教科書を基本にして授業を進めます。

2. 授業の到達目標
　制度としても会計の意味を知る、つまり基になる法令等は何かを知ることです。
　財務諸表の基本理論を理解することです。
　簡単な仕訳作成と財務諸表が読めるようになることです。

3. 成績評価の方法および基準
　・授業への貢献度20％と最終試験80％。
　・授業への貢献度は毎回のＬＭＳテスト提出で学習しているかを判定します。
　・最終試験以外のＬＭＳテストの点数が１００点以下の方は、授業に参加していないとみなして出席不足の判定になり、最
終テストは採点されません。
　・最終テストは、ＬＭＳで実施します。
　・最終テストの提出はレポートの提出と同じです。期限後の提出はできません。提出が無いと単位取得を辞退されたこ
とになります。

4. 教科書・参考文献
教科書
桜井久勝　『財務会計講義第21版』
新版が出た場合は、最新版で学習します。　中央経済社
参考文献
中央経済社　編　『新版会計法規集』　

5. 準備学修の内容
テキストを熟読してください。繰り返し、テキストを読み、復習して仕訳と例示のような簡単な財表を作成できるようになって
ください。LMSに補助資料を掲載します。事前に学習をしてください。LMSで復讐テストをします。最後の試験もＬＭＳで実
施します

6. その他履修上の注意事項
・LMSの個人情報にメールアドレスを登録してください。
・テスト提出には、期限があります。期限内に提出してください。
・掲示板で質問をしてください。

7. 授業内容
【第１回】 　秋期の授業の進め方と春期の復習第１章財務会計とは何かについて復習します。組
【第２回】 流動資産（現金預金と有価証券（取得原価））を学びます。（第5章９１頁から９５頁）
【第３回】 有価証券の期末評価を学びます。（第５章９８頁から１０５頁）
【第４回】 キャッシュフロー計算書を学習します。連結キャッシュフローも参照します。（第5章１０９頁から１１８頁、第13章３７９頁

から３８９頁参照）
【第５回】 　売上債権と貸倒引当金を学びます。（第６章１４１頁から１４６頁）　固定資産の期末評価、リース会計を学習します。

（第８章１８９頁から１９８頁）
第８章の固定資産の範囲と区分１６７頁から１６９頁も参照します

【第６回】 　固定資産の期末評価、リース会計を学習します。（第８章１８９頁から１９８頁）
第８章の固定資産の範囲と区分１６７頁から１６９頁も参照します。

【第７回】 　無形固定資産、繰延資産を学習します。第９章（１９９頁から２０６頁）第４章８９頁時価も参照します。
【第８回】 　負債の範囲と区分、引当金の本質、流動負債を学びます。（２１７頁から２３４頁）

税効果会計は除きます
【第９回】 　税効果会計の必要性を学びます。（２２３頁から２３０頁）
【第10回】 固定負債（社債、長期引当金、資産除去債務、偶発債務）を学習します。第１０章（２３４頁から２４１頁２４６頁から２５０

頁）退職給付は除きます。　
【第11回】 株主資本（設立、増資、減資、自己株式）を学びます。第11章（２５１頁から２５３頁）　
【第12回】 純資産を学習します。（留保利益、配当制限）第11章（２７４頁から２８４頁）

損失の処理と純資産の区分表示を学習します。第１１章　（２８４頁から２８７頁、４２３頁）
【第13回】 　包括利益の測定と表示を学習します。第１２章（２９９頁から３０３頁）

株主資本等変動計算書を学習します。第12章（３０８頁から３１１頁）
【第14回】 　貸借対照表原則を学習します。１２章（３０４頁から３０７頁）
【第15回】 　まとめと復習をします。本試験締め切り。


